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買
い
物
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
60
回
に

じ
ん
が
ん
な
わ

無
病
息
災
祈
る

友
愛
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
に
53
組

東
京
武
道
館
に

二
十
歳
が
集
う

緊
張
し
な
が
ら

一
日
税
務
署
長

過
去
最
多
の
454
人

あ
だ
ち
サ
ン
タ
ウ
ォ
ー
ク

12
年
ぶ
り
区
内
唯
一
の
江
戸
型
山
車

お
囃
子
演
奏
や
解
体
を
公
開

目録が利用者たちに渡された

シールがもらえて嬉しそう

買物を終えて店の前で

大
イ
チ
ョ
ウ
の
ワ
ラ
ヘ
ビ

ドレスを着て熱唱する出場者

実行委員代表の誓いの言葉

５人の一日税務署長

せり出した囃子台で５人が並んで演奏

慎重に行う静御前の取りはずし

校庭に広がって思いっきり身体を動かす参加者たち

昨
年
12
月
17
日
、
一
般
社

団
法
人
あ
ゆ
み
の
箱
か
ら
社

会
福
祉
法
人
あ
だ
ち
の
里
綾

瀬
ひ
ま
わ
り
園
（
東
島
利
成

施
設
長
）
に
、
同
園
が
希
望

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス

ピ
ー
カ
ー
、
ス
ピ
ー
カ
ー
フ

ォ
ン
が
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
あ
ゆ
み
の
箱
か

ら
事
務
局
の
野
々
山
忠
氏
と

角
谷
智
成
理
事
の
２
人
と
、

あ
ゆ
み
の
箱
に
協
力
し
て
い

る
デ
リ
カ
フ
ー
ズ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
本
社
・
足
立
区

昨
年
、
初
め
て
の
開
催
か

ら
９
回
目
を
迎
え
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
「
あ
だ
ち
サ

ン
タ
ウ
ォ
ー
ク
」
。
北
千
住

の
街
を
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

衣
装
を
着
て
謎
解
き
し
な
が

ら
シ
ー
ル
や
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

今
回
は
旧
日
光
街
道
沿
い

の
４
つ
の
商
店
街
で
発
足
し

た「
千
住
宿
商
店
街
」で
実
施

さ
れ
、
開
催
当
日
の
12
月
７

日
に
は
過
去
最
多
の
、
大
人

長
年
『
俳
壇
』
選
者
を
務

め
て
下
さ
っ
た
青
山
丈
先
生

が
、
１
月
３
日
号
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
青
山
先

生
の
推
薦
で
、
今
号
よ
り
松

岡
隆
子
先
生
が
選
者
を
務
め

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

︿
青
山
先
生
退
任
挨
拶
﹀

永
い
間
み
な
さ
ん
と
足
立

よ
み
う
り
で
、
楽
し
い
俳
句

会
を
さ
せ
て
頂
い
て
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
毎
日
の
日
常
の
中
で
俳
句

と
一
緒
に
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

︿
松
岡
隆
子
先
生
紹
介
﹀

「
朝
」
編
集
長
、
俳
人
協

会
評
議
員
。
１
９
４
２
年
３

月
13
日
山
口
県
生
。
77
年
岡

本
眸
に
師
事
。

六
町
）
か
ら
江
原
聖
二
取
締

役
と
桑
原
未
季
広
報
Ｉ
Ｒ
室

長
が
同
園
を
訪
れ
、
利
用
者

の
代
表
者
た
ち
に
目
録
が
渡

さ
れ
た
。
東
島
施
設
長
は

「
こ
の
施
設
は
１
９
９
６
年

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
い

た
だ
い
て
大
変
あ
り
が
た

い
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

１
９
６
９
年
に
俳
優
の
伴

淳
三
郎
氏
が
、
小
児
麻
痺
で

苦
し
む
子
供
た
ち
の
た
め
に

１
月
４
日
、
青
く
澄
み
渡

っ
た
青
空
の
下
、
中
島
根
小

学
校
（
加
瀬
幸
司
校
長
）
校

庭
で
「
新
年
ラ
ジ
オ
体
操

会
」
が
開
催
さ
れ
約
２
５
０

人
が
参
加
し
た
。

主
催
し
た
足
立
区
ラ
ジ
オ

体
操
連
盟
（
長
谷
川
太
作
会

長
）
の
会
員
が
、
ラ
ジ
オ
体

操
第
１
と
第
２
の
模
範
演
技

を
行
い
、
参
加
者
た
ち
も
そ

れ
に
合
わ
せ
て
手
や
足
を
伸

ば
し
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
身

体
を
動
か
し
た
。
こ
の
あ
と

抽
選
会
も
行
わ
れ
た
。

ラ
ジ
体
操
会
は
、
６
月
下

旬
に
、
荒
川
河
川
敷
虹
の
広

場
で
も
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

と
活
動
を
始
め
、
森

繁
久
彌
氏
ら
と
共
に

「
社
団
法
人
あ
ゆ
み

の
会
」
を
発
足
さ
せ

た
。
撮
影
現
場
の
残

り
木
を
利
用
し
て
作

っ
た
募
金
箱
が
「
あ

ゆ
み
の
箱
」
と
名
付

け
ら
れ
た
。
１
９
８

０
年
か
ら
募
金
活
動

に
参
加
す
る
タ
ニ
ザ

ワ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

（
愛
知
県
岡
崎
市
）

が
あ
ゆ
み
の
会
を
前

身
母
体
と
し
て
、
２

０
２
０
年
に
「
一
般
社
団
法

人
あ
ゆ
み
の
箱
」
を
設
立
。
集
ま
っ
た
募
金
で
昨
年
は
17

施
設
に
寄
付
を
し
た
。

正
月
の
恒
例
行
事
「
じ
ん

が
ん
な
わ
」（
都
指
定
無
形
民

足
立
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
村
上
光
夫
会
長
）
の

「
第
29
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」

「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が

１
月
12
日
、
東
京
武
道
館
で

千
住
宿
開
宿
４
０
０
年
に

合
わ
せ
、
１
月
11
日
ま
で
郷
土
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
文

化
遺
産
調
査
特
別
展
「
千
住

宮
城
親
交
会
（
下
川
英
季

会
長
）
が
運
営
し
て
い
る
高

西
新
井
税
務
署
で
こ
の
ほ

ど
、
税
に
関
す
る
「
作
文
」

２
４
２
人
、
子
ど
も
２

１
２
人
（
事
前
申
込
み

と
当
日
受
付
）が
参
加
。

商
店
街
の
あ
ち
こ
ち
で

楽
し
そ
う
な
笑
顔
の
サ

ン
タ
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
区

社
会
福
祉
法
人
連
絡

会
、
足
立
成
和
信
用
金

庫
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
東
京

足
立
局
、
区
社
会
福
祉

協
議
会
と
、
区
内
企
業

・
団
体
有
志
、
東
京
未
来
大

学
、帝
京
科
学
大
学
、東
京
電

機
大
学
の
有
志
か
ら
な
る
実

行
委
員
会
が
運
営
。
大
人
が

参
加
費
１
５
０
０
円
を
払
う

仕
組
み
で
、
こ
の
日
集
ま
っ

た
参
加
費
や
寄
付
、
協
賛
企

業
・
団
体
か
ら
の
協
賛
金
・

物
品
は
後
日
、
遺
児
や
き
ょ

う
だ
い
児
、
困
窮
家
庭
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
36
人
、
子
ど

も
食
堂
・
パ
ン
ト
リ
ー
の
子

ど
も
た
ち
６
０
２
人
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
使
わ
れ
た
。

齢
者
支
援
買
い
物
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
２
０
２
０
年
12

月
に
始
ま
っ
て
以
来
５
年
が

経
ち
、
昨
年
12
月
20
日
に
60

回
目
を
迎
え
た
。

地
域
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
施

設
の
協
力
で
、
自
宅
ま
で
車

で
送
迎
す
る
。
買
い
物
を
す

る
の
は
コ
モ
デ
ィ
イ
イ
ダ
小

台
店
。
利
用
者
は
店
に
着
く

と
、
同
会
の
会
員
が
付
き
添

い
買
い
物
を
す
る
。「
重
た
い

も
の
は
、
こ
の
日
を
待
っ
て

て
買
う
の
」
と
嬉
し
そ
う
な

利
用
者
。「
継
続
は
力
な
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
下
川
会
長
。

「
絵
は
が
き
」「
標
語
」の
各
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
西
新
井

税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
小

中
学
生
の
「
一
日
税
務
署

長
」
が
行
わ
れ
た
。
合
同
で

の
開
催
は
初
め
て
。
体
験
し

た
の
は
、
濵
田
寿
さ
ん
（
第

七
中
）、長
田
優
依
さ
ん
（
第

十
中
）、清
原
莉
央
さ
ん
（
西

新
井
小
）、細
川
大
耀
さ
ん

（
江
北
桜
中
）、板
谷
咲
季
さ

ん
（
島
根
小
）。皆
緊
張
し
た

様
子
な
が
ら
も
模
擬
決
裁
や

署
内
視
察
な
ど
を
行
っ
た
。

●
ひ
と
り
文
芸
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
静
―
し
ず
―
」
Ａ
席

鑑
賞
券
を
５
組
10
人
に

夏

目
漱
石
の
「
こ
こ
ろ
」
で
密

か
に
描
か
れ
た
ヒ
ロ
イ
ン
、

「
静
」
。
本
作
は
、
ヒ
ロ
イ

ン「
静
」の
言
葉（
セ
リ
フ
）

を
抽
出
し
新
た
に
構
成
。
女

性
の
側
か
ら
見
た
、
も
う
一

つ
の
「
こ
こ
ろ
」
に
仕
上
げ

た
。
小
説
の
中
で
は
語
ら
れ

な
か
っ
た「
静
」の
、
清
々
し

い
明
治
の
風
の
よ
う
な
現
代

的
な
女
性
像
が
描
か
れ
る
。

主
演
＝
源
川
瑠
々
子
、
脚
本

＝
ス
ミ
ダ
ガ
ワ
ミ
ド
リ
。

▽
２
月
26
日
㈭
18
時
開
演

（
30
分
前
開
場
）
、
日
本
橋

源川瑠々子

公
会
堂
（
中
央
区
蛎
殻
町
１

‐
31
‐
１
）
。
全
席
指
定
、

Ｓ
７
０
０
０
円
、
Ａ
５
０
０

０
円
、学
生
２
０
０
０
円（
い

ず
れ
も
税
込
）
。
チ
ケ
ッ
ト

は
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
Ｆ
Ｃ

事
務
局
な
ど
で
好
評
販
売

中
。
申
込
・
問
合
☎
５
８
２

２
・
０
３
１
８
（
Ｆ
Ｃ
事
務

局
）
。

【
応
募
】
は
が
き
に
、
〒
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
〒
121
‐
０
８
３
１

足
立
区
舎
人
２
‐
２
‐
26
足

立
よ
み
う
り
新
聞
「
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
係
。
締
切
＝
２
月
16

日
㈪
到
着
分
ま
で
。

宿
４
０
０
年
」
で
は
、
交
通

の
要
所
と
し
て
経
済
、
文
化

と
も
に
大
い
に
栄
え
た
千
住

の
文
化
遺
産
の
数
々
が
展
示

さ
れ
た
。

そ
の
一
つ
、
12
年
振
り
に

組
み
上
げ
て
展
示
さ
れ
た
千

住
４
丁
目
氷
川
神
社
の
山
車

（
区
指
定
有
形
民
俗
文
化

財
）
は
区
内
唯
一
の
鉾
台
型

三
層
式
の
江
戸
型
山
車
で
、

囃
子
台
（
せ
り
出
し
部
分
）

の
後
ろ
に
あ
る
方
形
の
一
層

目
に
二
層
目
と
三
層
目
が
入

れ
子
に
収
ま
る
仕
掛
け
。
将

軍
上
覧
の
た
め
に
江
戸
城
の

門
を
く
ぐ
る
必
要
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
い
、
三
層
目
に
乗

っ
た
静
御
前
の
人
形
も
含
め

た
高
さ
は
７
㍍
を
超
え
る
。

博
物
館
の
無
料
公
開
日
と

な
る
１
月
10
日
に
は
、
収
蔵

以
来
初
め
て
と
な
る
祭
囃
子

の
特
別
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

せ
り
だ
し
た
囃
子
台
に
、
千

住
４
丁
目
で
活
動
す
る
「
神

田
囃
子
千
四
会
」
の
五
人
囃

子
が
並
ん
で
演
奏
。
こ
の
日

は
４
回
の
演
奏
で
、
会
の
奏

者
全
員
が
山
車
で
の
演
奏
を

体
験
で
き
た
そ
う
だ
。
見
学

者
ら
は
、
当
時
の
様
子
を
思

い
浮
か
べ
る
か
の
よ
う
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

特
別
展
最
終
日
の
翌
日
12

日
は
、
組
み
立
て
も
行
っ
た

氏
子
で
も
あ
る
大
工
や
鳶
職

が
山
車
の
解
体
を
実
施
。
静

御
前
の
取
り
外
し
や
固
定
す

る
竿
、
可
動
枠
の
微
妙
な
調

整
な
ど
、
山
車
の
内
側
と
外

側
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

慎
重
に
進
め
て
い
た
。
休
館

日
だ
っ
た
が
希
望
者
は
見
学

可
能
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
珍

し
い
機
会
を
逃
す
ま
い
と
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
職
員
の

解
説
に
も
耳
を
傾
け
な
が
ら

見
守
っ
た
。

俗
文
化
財
）
が
、
１
月
12
日

に
大
乗
院
（
西
保
木
間
２
）

で
行
わ
れ
た
。
後
世
に
伝
え

よ
う
と
活
動
す
る
「
じ
ん
が

ん
な
わ
保
存
会
」
や
地
域
住

民
ら
が
ワ
ラ
で
編
ん
だ
全
長

６
㍍
以
上
の
大
蛇
を
木
に
掲

げ
、
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。

挙
行
さ
れ
、
３
５
３
１
人
が

参
列
し
た
。

武
道
館
前
に
は
、
開
式
前

か
ら
集
ま
り
、
旧
交
を
温
め

る
風
景
が
多
く
見
ら
れ
た
。

博
物
館
で
は
２
月
14
日
㈯

か
ら
、
千
住
・
足
立
の
文
化
遺
産
展
（
後
期
）
「
狩
野
派

谷
派
」
が
開
催
さ
れ
る
。

が
１
月
20
日
、
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
２
２

５
人
が
来
場
し
た
。

出
場
し
た
53
組
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
、

歌
い
終
わ
る
と
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
ま

た
、
客
席
で
応
援
の
ペ
ン
ラ

イ
ト
を
振
ら
れ
る
な
ど
、
会

場
全
体
が
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

出
場
者
の
中
に
は
、
１
コ
ー

ラ
ス
を
歌
い
終
え
る
と
ス
テ

ー
ジ
か
ら
降
り
て
し
ま
い
、

曲
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
、
再
登
場
す
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
。
今
回
は
、
村
上
会

長
も
特
別
参
加
し
た
。

松岡隆子先生

新年の青空の下で
ラジオ体操に参加綾

瀬
ひ
ま
わ
り
園
へ

あ
ゆ
み
の
箱
が
寄
贈

っ
た
一
人
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
介
護
が
必
要
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
ら
ば
ま
ず
は
、
骨
と

筋
肉
を
丈
夫
に
す
る
た
め

の
栄
養
を
し
っ
か
り
摂

り
、
適
度
な
運
動
と
日
光

浴
を
心
が
け
、
骨
卒
中
を

予
防
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

中
医
学
で
は
補
腎
と
健

脾
と
い
う
方
法
で
骨
や
筋

肉
の
弱
り
を
予
防
し
ま

す
。
補
腎
で
骨
・
歯
・
足

骨
卒
中
と
は
、
高
齢

者
の
骨
粗
鬆
症
や
栄
養

不
足
が
原
因
で
転
倒
や

ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
に

よ
り
太
も
も
の
付
け
根

や
背
骨
を
骨
折
し

て
し
ま
う
こ
と
を

指
し
ま
す
。
驚
く

こ
と
に
、
太
も
も

の
付
け
根
を
骨
折

し
た
場
合
の
５
年

生
存
率
は
49
％
と
の
報

告
も
あ
り
、
こ
れ
は
平

均
的
な
ガ
ン
や
脳
卒
中

の
生
存
率
よ
り
も
低
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
太

も
も
の
付
け
根
を
骨
折

し
た
二
人
に
一
人
は
５

年
生
き
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
生
き
残

腰
の
弱
り
、
排
尿
異

常
、
精
力
減
退
、
聴
力

低
下
な
ど
も
改
善
し
、

健
脾
で
栄
養
を
し
っ
か

り
体
に
摂
り
入
れ
る
土

台
作
り
を
し
ま
す
。

双
料
参
茸
丸
、
参
茸

補
血
丸
、
腎
馬
補

腎
丸
、
亀
鹿
仙
、

海
玉
膏
な
ど
骨
や

筋
肉
を
丈
夫
に
し

な
が
ら
体
ま
る
ご

と
元
気
に
し
て
く

れ
る
漢
方
薬
も
あ
る
の

で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
飯
島
仁
生
堂
薬
局
本
店

足
立
区
千
住

１
―
29
―
２

☎
３
８
８
１
・
２
２
７
３

http://www.jinseido.co.jp

Twitter
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骨
卒
中
を
予
防
し
よ
う

★
千
住
落
語
会
ｖ
ｏ
ｌ
．30

『
桂
宮
治
独
演
会
』

記
念
す
べ
き
30
回
目
の
千

住
落
語
会
に
、
桂
宮
治
が
８

年
ぶ
り
に
シ
ア
タ
ー
１
０
１

０
に
登
場
！
人
気
テ
レ
ビ

番
組
で
も
お
馴
染
み
の
巧
み

な
話
術
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】
２
０
２
６
年
４
月

23
日
（
木
）
18
時
30
分
開
演

【
料
金
】
全
席
指
定
３
８
０

０
円
／
足
立
区
民
割
引
（
在

住
・
在
勤
・
在
学
）
３
６
１

０
円

※
開
場
は
開
演
の
30
分
前
。

※
未
就
学
児
入
場
不
可
。
※

フ
レ
ン
ズ
会
員
割
引
あ
り
。

★
チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

セ　ン　ジ　ュ

北千住駅西口マルイ 11階

公公演演 報報情情
03-5244-1011シアター 1010

チケットセンター
☎

(10:00 ～ 18:00)
2026.2.6

103

多
田
文
夫

複
数
以
上
の
名
称
は
、
流
路
を
付
け
替
え
て

治
水
に
苦
心
し
た
先
人
た
ち
の
歴
史
な
の
で

す
。
む
し
ろ
足
立
や
葛
飾
、
台
東
等
の
土
地

柄
を
表
す
特
徴
で
、
堤
防
跡
と
な
ら
ん
で
歴

史
的
な
遺
産
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
一
番
困
る
の
が
、
隅
田
川
、
荒

川
な
ど
の
ご
質
問
で「
ど
れ
が
正
し
い
の
？
」

と
い
う
質
問
で
す
。全
部
正
し
い
か
ら
で
す
。

説
明
に
納
得
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
「
正
し

い
こ
と
は
一
つ
の
は
ず
だ
」
と
御
怒
り
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
決
め
る
こ
と
の
方

が
間
違
い
な
の
に
難
し
く
感
じ
ま
す
。

■
足
立
と
周
辺
の
堤
防
跡

足
立
区
内
や
、

周
辺
で
よ
く
見
る
の
が
、
む
か
し
の
堤
防
の

跡
で
す
。
な
か
で
も
江
戸
時
代
の
古
文
書
に

「
荒
川
水
除
堤
」
（
あ
ら
か
わ
み
ず
よ
け
づ

つ
み
）と
記
さ
れ
る
隅
田
川（
当
時
は
荒
川
）

の
堤
防
で
す
（
荒
川
土
手
と
も
）
。

写
真
は
神
領
堀
緑
道
熊
の
木
ひ
ろ
ば
（
足

立
区
江
北
二
丁
目
49
あ
た
り
）
の
様
子
で
す

が
写
真
左
手
に
階
段
を
上
っ
て
い
く
と
こ
ろ

が
、
部
分
的
に
残
っ
た
む
か
し
の
荒
川
水
除

堤
で
す
。
な
ぜ
寸
断
さ
れ
た
か
と
い
う
と
荒

川
放
水
路
（
い
ま
の
荒
川
）
が
作
ら
れ
新
堤

防
が
出
来
た
か
ら
で
し
た
。
ま
た
千
住
の
町

に
あ
る
墨
堤
通
り
も
、
連
続
し
た
「
荒
川
水

除
堤
」
の
跡
に
な
り
ま
す
。

お
隣
の
葛
飾
区
に
あ
る
水
元
公
園
に
も
、

水
元
さ
く
ら
堤
が
公
園
内
に
あ
り
ま
す
が
、

堤
防
の
跡
と
変
わ
る
川
の
名

こ
こ
は
「
小
合
溜
井
」
と

い
う
貯
水
池
の
土
手
で
す

が
、
も
と
は
中
川
と
江
戸

川
を
結
ん
だ
流
路
の
跡
に

な
り
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

川
の
名
前
で
す
。
前
段
で
も
複
数
の
名
前
が
あ

っ
て
混
乱
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
今
の
隅
田
川
は
、
昭
和
40
年
以
前

に
は
綾
瀬
川
と
の
合
流
点
よ
り
上
流
を
「
荒

川
」
、
下
流
を
「
隅
田
川
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
葛
飾
区
の
東
側
を
流
れ
る
江

戸
川
も
、も
と
は
太
日
川（
ふ
と
い
が
わ
）で
、

河
川
改
修
で
利
根
川
下
流
と
な
っ
て
「
江
戸
利

根
川
」
そ
し
て
「
江
戸
川
」
と
な
り
ま
す
。

■
治
水
の
遺
産

混
乱
し
ま
す
が
、
歴
史
上
、

神領堀緑道熊の木ひろば
左の高いところが堤防跡。

が
台
東
区
に
あ
る
「
土
手
通
り
」
で
し
ょ
う
。

三
ノ
輪
か
ら
浅
草
を
結
ぶ
道
で
す
が
、
か
つ
て

の
日
本
堤
と
い
う
堤
防
の
跡
に
な
り
ま
す
。
吉

原
大
門
に
通
じ
「
吉
原
土
手
」
と
も
称
さ
れ
ま

し
た
。

■
「
荒
川
」
？
「
隅
田
川
」
？

博
物
館
で
い

ろ
ん
な
教
材
を
作
っ
て
い
て
、
苦
労
す
る
の
が

2,400
3,000
3,000
3,800

3,800
3,800
5,000
5,000

→
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://www.ayomi.co.jp/tuhan/
03-5647-4388FAX申込み

ネット通販お
申
し
込
み 電話申込み03-5647-4343

※日時指定ができますのでご利用ください。

※ご注文が大変多くなってきました。お申し込みはお早目に。

バレンタイン・ホワイトデーの贈物に次
号
は
３
月
６
日（
金
）発
行

○
新
規
広
告
は
！
☎
５
６
４
７
・
４
３
４
３
◆日々の情報は

X（旧Twitter）

平
成
21
年
、
一
茶
ま
つ
り
全
国
小
中
学
生
俳
句
大
会

の
福
島
県
一
箕
小
学
校
６
年
実
怜
さ
ん
の
入
賞
句
。

〇
○
に
作
者
は
何
と
書
い
た
？

    

①
ロ
ン
　
　
②
ポ
チ

正
解
は
、
３
月
６
日
号
の
本
紙
に
掲
載
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

▽
２
０
２
６
年
１
月
３
日
号
の
答
え
は
「
②
が
」
で

し
た
。

節
分
の
豆
食
べ
ま
わ
る
犬
の
〇
〇

炎
天
寺
は
い
く
想
像
力
ク
イ
ズ
�

谷
根
千
は
凸
凹
の
街
冬
夕
焼
　
　
　
　
山
﨑
勝
久

【
評
】
谷
中
、
根
津
、
千
駄
木
は
坂
が
多
く
ま
さ
に

凸
凹
の
街
。
夕
焼
空
の
下
、
静
か
に
暮
れ
て
ゆ
く
街

並
み
に
は
人
々
の
安
息
の
暮
し
が
あ
る
。
「
夕
や
け

だ
ん
だ
ん
」
の
冬
夕
焼
が
想
像
さ
れ
る
。

梅
が
香
や
願
の
文
字
の
絵
馬
重
し
　
　
中
島
と
し
子

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
転
が
る
先
に
冬
す
み
れ
中
津
野
洋
一

初
場
所
や
宇
良
の
ま
わ
し
の
桜
色
　
　
太
田
君
江

寒
木
瓜
や
信
号
待
の
向
う
側
　
　
　
　
松
永
京
子

総
持
寺
の
大
鬼
瓦
寒
鴉
鳴
く
　
　
　
　
本
田
弘
美

鯉
の
口
ゆ
つ
く
り
動
き
寒
明
く
る
　
　
鵜
澤
日
出
雄

年
の
暮
れ
段
ボ
ー
ル
の
山
堆
し
　
　
　
下
田
尚
保

荒
波
が
北
風
を
幾
度
も
呑
ま
ん
と
す
木
幡
忠
文

孫
よ
り
の
ナ
ス
カ
地
上
絵
初
便
り
　
　
鴫
原
千
代
子

香
煙
や
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
初
大
師
　
　
　
木
村
徳
夫

早
起
き
に
上
弦
の
月
輝
け
り
　
　
　
　
松
永
京
子

訪
ね
来
る
人
も
な
き
日
よ
寒
椿
　
　
　
関
　
　
恵
子

去
年
今
年
変
わ
ら
ぬ
日
々
の
始
ま
り
ぬ
坂
田
和
枝

穏
や
か
に
天
寿
全
う
雪
の
朝
　
　
　
　
田
地
野
貞
子

拍
手
も
神
鼓
の
音
も
寒
の
晴
　
　
　
　選

者

吟

【
応
募
要
項
】
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
‐
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
‐
２
‐
26
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
２
月
17
日
㈫
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

松
岡
隆
子

選

栞
同
人

壇壇
俳俳


